
【資料３】

 妊産婦死亡率　（出産10万対） 19.9 減少 人口動態統計 11 0 0 0 0 ↘↘↘↘ 周産期死亡率（出産千対） 5.2 減少 人口動態統計 3.8 3.4 3.3 3.3 3.3 ↘↘↘↘ 乳児死亡率（出生千対） 1.7 減少 人口動態統計 2.2 1.8 1.7 2.2 2.2 ↗↗↗↗ 幼児死亡率（人口10万対） 16.4 減少 人口動態統計 23.2 7.7 23.9 25.6 20.5 ↗↗↗↗ 低出生体重児の割合 9.2% 減少傾向 人口動態統計 9.3% 8.8% 9.1% 8.9% 8.8% ↘↘↘↘ 極低出生体重児の割合 0.61% 減少傾向 人口動態統計 0.68% 0.52% 0.75% 0.37% 0.56% ↘↘↘↘ むし歯のない３歳児の割合 80% 83.0% なら歯と口腔の健康づくり計画 83.0% 86.0% 85.8% 87.7% 89.6% ↗↗↗↗ 児童虐待による死亡数 1人 0 こども家庭課調べ 1人 0人 0人 0人 ０人 ↘↘↘↘ 県への児童虐待通告における最重度・重度の割合（※） 1.7% 1.0%以下（平成31年度） 児童虐待防止アクションプラン評価指標（目標平成28年度2%以下） 2.1% 2.1% 4ヶ月児　     87.8% 89.3% 90.5% 89.9% 90.5% 91.0% ↗↗↗↗ 1歳6ヶ月児　  80% 80.4% 79.6% 82.3% 83,0% 81.8% ↗↗↗↗ 3歳児　        78.5% 73.8% 76.2% 78.6% 77.1% 78.4% ↘↘↘↘ １０代の人工妊娠中絶率 3.1 2.5 衛生行政報告例 2.1 1.7 1.9 1.6 1.5 ↘↘↘↘性器クラミジア      2.22 1.09 1.91 1.36 1.81 1.82 ↘↘↘↘淋菌感染症          0.44 0.45 0.45 0.45 0.36 0.64 ↘↘↘↘尖圭コンジローマ　0.33 0 0.09 0.18 0.36 0.09 ↘↘↘↘性器ヘルペス           0 0.45 0.36 0.18 0.09 0.36 ↗↗↗↗10～14歳　　   　 0 10～14歳　　0 0 1.7 1.7 3.5 1.7 ↗↗↗↗15～19歳　       2.9 15～19歳減少傾向 11.9 12.3 9.3 17.7 24.5 ↗↗↗↗4ヶ月児　       96.9% 94.0% 95.4% 95.9% 95.1% 94.9% ↘↘↘↘1歳6ヶ月児　   95.1% 94.6% 95.1% 95.4% 95.9% 95.0% ↘↘↘↘3歳児　         95.2% 94.5% 95.5% 95.9% 96.1% 95.4% ↗↗↗↗ １２歳で歯肉の炎症所見がある 児童割合 17.2% 14.7%（H34） なら歯と口腔の健康づくり計画 14.7% 15.4% 14.4% 14.4 ー ↘↘↘↘（※）R2年度より国報告項目から削除

第７次奈良県保健医療計画（母子保健対策）における指標の達成状況について目指すべき方向性目指すべき方向性目指すべき方向性目指すべき方向性 指　標指　標指　標指　標 ベースライン値ベースライン値ベースライン値ベースライン値（平成27年度）（平成27年度）（平成27年度）（平成27年度） 平成35年度の平成35年度の平成35年度の平成35年度の目標値目標値目標値目標値 出典出典出典出典 平成30年度平成30年度平成30年度平成30年度実績値実績値実績値実績値 令和元年度令和元年度令和元年度令和元年度実績値実績値実績値実績値 令和2年度令和2年度令和2年度令和2年度実績値実績値実績値実績値 令和3年度令和3年度令和3年度令和3年度実績値実績値実績値実績値 令和4年度令和4年度令和4年度令和4年度実績値実績値実績値実績値 ベースライン値ベースライン値ベースライン値ベースライン値（平成27年度）との比（平成27年度）との比（平成27年度）との比（平成27年度）との比較較較較
切れ目ない妊産婦・ 乳幼児への保健対策

妊娠期からの児童虐待発生予防対策疾病や障がいをもつ子どもとその家族に寄り添う支援  ゆったりとした気分で子どもと過ごせる時間がある母親の割合 上昇傾向 乳幼児健康診査問診項目（すこやか親子２１項目）

子どもの健やかな成長を見守り育むための家庭や地域の健康づくり  住んでいる地域で今後も子育てを したいと思っている親の割合 上昇傾向 乳幼児健康診査問診項目（すこやか親子２１項目）
学童期・思春期から成人期に向けた保健対策 １０代の性感染症報告数（定点１か所あたりの報告数） 減少傾向 感染症発生動向調査

１０代の自殺死亡率（人口10万対） 人口動態統計


